
 

 

全日本合唱連盟音楽資料室 利用細則 05 

 

第１章 総則  

 

（趣旨）  

第１条 この規程は、全日本合唱連盟音楽資料室規定第９条に基づき、全日本合唱連盟音

楽資料室（以下「資料室」という。）の利用に関し、必要な事項を定める。  

 

（利用者）  

第２条 資料室を利用できる者（以下「利用者」という。）は、次のとおりとする。  

 (１) 一般。中学生以上の者。 

（２）その他資料室館長（以下「館長」という。）が特に許可した者  

 

（資料）  

第３条 資料室に備え付ける資料（以下「資料」という。）  

は、次のとおりとする。  

(1) 合唱および声楽の一部に関する音楽資料（楽譜、視聴覚資料、図書、逐次刊行物）  

(2) 合唱および声楽の一部に関する参考図書  

(3) 合唱および声楽の一部に関する貴重資料  

(4) 合唱および声楽の一部に関する逐次刊行物（雑誌、新聞等）  

(5) 電子資料（CD-ROM、DVD、電子ジャーナル等）  

(6) その他 

 

（開館日）  

第４条 資料室は、次の各号に掲げる日を除き、開館する。  

(1) 日曜日又は国民の祝日に関する法律に規定する休日  

(2) 資料室が定める日  

(3) 館内整理その他管理・運営上の理由により臨時に休館する必要がある日  

 

(開館時間)  

第５条 資料室の開館時間は、月曜日から金曜日の午後１時から午後５時３０分とする。  

２ 前項の規定にかかわらず、館長が必要と認めたときは、開館時間を変更することがで

きる。  

 

 



 

第２章 資料の利用  

 

（資料室利用証の発行等）  

第６条 資料室は、利用者から申請があった場合、所定の手続を経て、資料室利用証（以

下「利用証」という。）を発行する。  

２ 利用者は、利用証を他人に譲渡し、又は貸与してはならない。  

３ 利用者は、利用証を紛失し、又は破損したときは、速やかに届け出なければならな

い。  

４ 利用証の紛失の届出を怠ったことにより事故が生じたときは、当該利用証の名義人

が、その責任を負うものとする。  

 

（利用証の携帯）  

第７条 利用者は、資料室の利用に際しては、利用証を携帯しなければならない。  

２ 利用者は、資料室の職員（以下「館員」という。）から利用証の提示を求められたと

きは、これに応じなければならない。  

 

（閲覧・試聴）  

第８条 利用者は、資料を資料室内の所定の閲覧席において閲覧、また所定の機器・設備

を利用して視聴するものとする。  

２ 利用者は、資料を閲覧・視聴するときは、次に掲げる事項を遵守しなければならな

い。  

(1) 閲覧・視聴を終えた資料は、所定の位置に戻すこと。  

(2) 電子資料については、許可された条件の下で利用すること。  

(3) その他館員の指示に従うこと。  

 

（閲覧の制限）  

第９条 館長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、資料の閲覧を制限することがで

きる。  

(1) 利用者が当該資料を破損もしくは汚損するおそれがある場合  

(2) 資料室において当該資料が現に使用されている場合 

 

（資料の貸出） 

第１０条 原則的に資料の館外貸出は行わない。 

 

（資料の特別館外貸出） 

第１１条 前条にかかわらず、利用者の一部（当連盟に加盟する中学・高校合唱団または



 

その学校図書館）は、所定の手続きを経て、資料の一部（原則的にＣＤ）の館外貸出を受

けることができる。  

２ 館外貸出の点数及び期間は、資料室利用細則別表第１のとおりとする。  

３ 資料の貸出を受けた者は、当該貸出資料を他人に貸してはならない。 

４ 利用者は、館外貸出を受けた資料を貸出期間内に返却しなければならない。ただし、

貸出期間内であっても、資料室が特に当該貸出資料を必要としたときは、直ちに資料を返

却しなければならない。  

５ 資料室は、貸出資料を期日までに返却しない利用者に対し、督促を行う。 

６ 貸出資料を期日までに返却しなかった者は、当該貸出資料を返却するまでの間、貸出

を受けることができない。  

７ 貸出資料を期日までに返却しなかった者の貸出停止期間は、延滞期間に相当する日数

とし、当該貸出資料を返却した日の翌日からこれを起算する。 

 

（受入資料の希望）  

第１２条 利用者は、資料室に求める資料がない場合には、所定の手続によって、受入希

望を申し込むことができる。 

 

 

第３章 参考調査（レファレンス）等のサービス  

 

（参考調査）  

第１３条 利用者は、研究、教育及び学習上の必要があるときは、文献調査、事項調査等

を資料室に依頼することができる。参考調査の範囲は、次のとおりとする。  

(1) 参考図書資料の紹介  

(2) 所蔵及び事項の調査並びに関連情報の提供  

(3) 情報検索  

(4) 他の図書館等の紹介  

 

（情報検索支援）  

第１４条 利用者は、研究、教育及び学習上の必要があるときは、情報検索技術習得に関

する支援を資料室に依頼することができる。 

 

（図書館間相互協力）  

第１５条 資料室は、利用者が他の図書館等の所蔵する資料の利用（以下「相互利用」と

いう。）を希望するときは、当該図書館等にその資料の利用又は複写の依頼を行う。  



 

２ 相互利用に係る費用については、利用者が負担する。  

３ 利用者は、他の図書館等を利用する場合、当該図書館等が定める事項を遵守しなけれ

ばならない。  

４ 資料室と他の図書館等との相互利用に関する協定書等により、図書館の利用に関して

別に定めがある場合、当該協定書等に定めるところによるものとする。  

 

 

第４章 複写及び撮影等利用  

 

（複写）  

第１６条 利用者は、研究、教育及び学習上の必要があるときは、著作権法に準拠した資

料室の複写規則に定められた範囲で、所定の手続きにより資料の複写及び撮影等を図書館

に申し込むことができる。ただし、貴重資料又は保存上支障があると館長が認めたものに

ついては、この限りではない 

２ 複写及び撮影等利用に関し必要な事項は、別に定める。  

 

 

第５章 貴重資料  

 

（指定基準）  

第１７条 貴重資料の指定基準は、別に定める。  

 

（貴重資料の閲覧）  

第１８条 貴重資料は、所定の手続を経て、館内の指定された場所でこれを閲覧すること

ができる。  

２ 利用者は、復刻本、電子媒体等による代替物がある資料については、代替物で閲覧す

るものとする。  

 

（貴重資料の複写）  

第１９条 貴重資料の複写は、撮影等利用を原則とする。 

 

（貴重資料の出陳）  

第２０条 貴重資料の出陳を依頼しようとする者は、所定の手続を経て、事前に館長の許

可を受けなければならない。  

第６章 館内施設等の利用  

 



 

（施設の利用等）  

第２１条 利用者は、所定の手続によって、AV機器等の資料室内設備等を利用することが

できる。  

 

 

第７章 その他  

 

（弁償責任）  

第２２条 利用者は、資料を紛失、破損又は汚損した場合若しくは施設、設備、機器及び

備品等に損害を与えた場合には、その損害を弁償しなければならない。  

２ 資料の弁償は、現物弁償を原則とする。ただし、同一資料が入手できない場合には、

資料室が指定する代替資料若しくはその相当額を弁償するものとする。  

３ 館長が適当と認めた場合には、弁償額を減免することができる。  

 

（遵守事項）  

第２３条 利用者は、資料室利用にあたって、次に掲げるマナーを守らなければならな

い。  

(1) 資料室資料及び施設等は、利用条件に従って正しく利用すること。  

(2) 談話、飲食、携帯電話の使用は、定められた場所で行うこと。 

(3) 館内では静粛にし、他の閲覧者の利用を妨げないこと。  

(4) その他、他の利用者の迷惑となる行為をしないこと。  

 

（利用の停止又は禁止）  

第２４条 館長は、この細則を遵守しない者に対して、資料室の利用の一部を一定期間停

止し、又は入室を禁止するなどの処置を講じることができる。  

 

（細則の改廃）  

第２５条 この細則の改廃は、音楽資料室委員会の議を経て館長が決定し、理事会に報告

する。  

 

 

附 則  

 この細則は、２０１８年２月１８日から施行する。  

 

 

 



 

別表第１（第１１条関係） 

利用者  点数  期間  

全日本合唱連盟に加盟する中学・学校

の合唱部またはその学校図書館 

６０点 １ヶ月 


